
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小泉小学校通信 №１ 

○ 

令和６年４月８日 

郡山市立小泉小学校 

校長 左雨 貴子 

『新年度を迎えて』 

暖かい春の日差しを受けて、校庭では色とりどりの花が咲き、子どもたちの登校を 

待っているかのようでした。春の訪れとともに、５名の新１年生を迎え、令和６年度 

がスタートしました。保護者の皆様におかれましては、 お子様のご入学、ご進級おめでとうござ

います。  

さて、私は、今年度、福島県教育庁健康教育課より着任いたしました左雨貴子（さっさ たかこ）

と申します。小泉小学校に着任することができましたこと大変うれしく思っています。前任の安津

畑校長の後を引き継ぎ、地域に根ざした創立１５１年目を迎える小泉小学校の伝統を大切にし、保

護者、地域の皆様のご支援とご協力をいただきながら、着実な歩みを進めてまいりたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

  新年度を迎え、子どもたちは、私と同様、緊張と少しの不安を感じながらも新しい出会いを楽しみ

に登校してきたことでしょう。また、この一年でがんばりたいことも考えているに違いありません。

私は「目の前にいる子どもの存在が第一」であることが学校にとって最も大切なことであると考えま

す。そして保護者・地域の皆様にとっては「安心して子どもを任せられる学校」でなくてはなりませ

ん。子どもを中心にして「学校」「家庭」「地域」がますます連携を深め、よりよい学校をめざして、

知恵を出し合いながら前向きに取り組んでいくことが必要であると考えています。  

学校教育目標 「たくましく生きる力を持つ心豊かな児童の育成」 

教育課程の改善、授業の改善を図り、子ども・教職員・地域の想いを実現できる学校～楽校協育～を

めざし、誰一人取り残さない学校を、教職員・保護者・地域・関係機関等の連携を大切にしながら、

日々の教育活動の充実に努めてまいります。 

本校の教育活動の特色「小泉ならではの教育活動」として、以下の９つがあります。 

 ① 小規模校のよさをいかした「児童一人一人の特性に応じたきめ細かな指導」 

 ② 「学びの主役は子ども」日々授業充実への取組 

 ③ 小中一貫教育（明健中・行健二小・明健小・小泉小）での共通学習課題の指導の強化 

＜Ｒ６は、全学年「国語（書くこと）」、全学年「算数（図形）」、５・６年「外国語（書くこと）」＞ 

 ④ 小・小連携、小・中連携を生かした交流活動 

 ⑤ 地域のよさを取り入れた体験学習（農業体験、ふれあい学習等） 

 ⑥ 探求的な学び 「だいすき小泉！」を柱とした総合的な学習の時間の充実 

 ⑦ タブレット端末の活用等、教育のＤＸ化を進め、新しい授業への挑戦 

 ⑧ 学校教育全体を通じて行う体育・健康づくり 

＜小泉五リンピック・さわやかタイム（体操・生活チェック）・あそびっ子タイム（体育の日常化）＞ 

⑨ 児童の学習の成果を発表する「小泉フェスタ」 

本年度も、特色ある学習活動と地域にふれる体験活動を進めてまいります。 

本校のめざす学校像「楽校協育」を大切にし、教職員一同、心と力を合わせて努めてまいります。

本校への保護者、地域の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

                     小泉小学校長  左雨 貴子（さっさ たかこ） 

 


